
主な内容

●国勢調査のお知らせ

●町民文化祭を開催

●石綿と健康診断
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度会町の

人口は何人？

国
勢
調
査
は
、
ふ
だ
ん
日
本
に

住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象

と
す
る
国
の
最
も
基
本
的
な
調
査

で
、
国
内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
少
子
高
齢
化
社

会
へ
の
取
組
み
や
皆
さ
ん
の
ま
ち

づ
く
り
に
い
か
す
た
め
、
５
年
ご

と
に
行
わ
れ
ま
す
。

９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
国

勢
調
査
員
（
国
家
公
務
員
で
、
調

査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。）

が
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
、
調
査
票
の

配
布
、
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

個
人
情
報
に
つ
い
て

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
な
ど
の

規
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
こ
れ

ら
の
規
定
は
、
調
査
す
る
人
に
も

適
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
を
受
け
る
人
に
は
申
告
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一

方
で
、
調
査
を
す
る
人
な
ど
が
調

査
結
果
を
ほ
か
に
漏
ら
し
た
り
、

統
計
を
作
る
目
的
外
に
調
査
票
を

使
用
す
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
調
査
票
は
、

外
部
の
人
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う

に
厳
重
に
保
管
さ
れ
、
集
計
が
完

了
し
た
の
ち
溶
解
処
理
さ
れ
ま
す
。

▽問合先　役場企画防災課（☎６２－２４２１）

調
査
票
の
項
目

（
世
帯
員
全
員
に
つ
い
て
）

①
氏
名
及
び
男
女
の
別

②
世
帯
主
と
の
続
き
柄

③
出
生
の
年
月

④
配
偶
者
の
有
無

⑤
国
籍

⑥
９
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１

週
間
に
仕
事
を
し
ま
し
た
か

⑦
１
週
間
に
仕
事
を
し
た
時
間

⑧
従
業
地
又
は
通
学
地

⑨
勤
め
か
自
営
か
の
別

⑩
勤
め
先
・
業
主
な
ど
の
名
称
及

び
事
業
の
内
容

⑪
本
人
の
仕
事
の
内
容

（
世
帯
に
つ
い
て
）

①
世
帯
員
の
数

②
住
居
の
種
類

③
住
宅
の
建
て
方

④
住
宅
の
床
面
積
の
合
計
（
延
べ

面
積
）

⑤
電
話
番
号

※
調
査
票
は
、『
黒
の
鉛
筆
』
で

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１０月１日現在で、全国一斉に国勢調査が行われます。

度会町の

人口は何人？
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家屋調査に

ご協力を

今
年
も
、
固
定
資
産
税
の
基
に

な
る
家
屋
調
査
の
た
め
、
役
場
税

務
課
職
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
対

象
は
平
成
17
年
中
に
新
築
・
増
築

さ
れ
た
家
屋
で
す
。

あ
な
た
の
家
に
税
務
課
職
員
が

お
伺
い
し
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

家
屋
調
査
の
方
法
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
調
査
日
時
の
連
絡

職
員
が
直
接
お
伺
い
し
て
、
日

時
の
決
定
を
し
ま
す
。（
留
守
の

場
合
は
、
文
書
・
電
話
な
ど
で
連

絡
し
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
都
合

の
よ
い
日
時
を
連
絡
し
て
い
た
だ

い
て
も
結
構
で
す
。）

②
家
屋
調
査

調
査
当
日
、
対
象
家
屋
内
の
各

部
屋
（
押
入
も
含
む
）
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
調
査
内
容
は
、

主
に
使
用
さ
れ
て
い
る
材
質
や
水

廻
り
関
係
（
台
所
・
便
所
・
浴
室
）

の
設
備
な
ど
で
す
。

③
家
屋
評
価
額
の
算
出

家
屋
調
査
後
、
調
査
し
た
内
容

を
国
の
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
家

屋
全
体
の
評
価
額
を
算
出
し
ま

す
。

④
18
年
度
の
固
定
資
産
税
に
反
映

算
出
し
た
家
屋
評
価
額
に
標
準

税
率
１
．
４
％
を
乗
じ
た
固
定
資

産
税
額
を
18
年
度
か
ら
課
税
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
問
合
先　

役
場
税
務
課
（
☎
６

２
―
２
４
１
４
）

を
開
催

を
開
催

第
25
回
町
民
文
化
祭
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

▽
開
催
日
時

11
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

•
作
品
展
（
両
日
）

•
芸
能
発
表
会
（
６
日
）

▽
開
催
場
所

町
民
体
育
館
・
度
会
中
学
校
体

育
館
・
町
中
央
公
民
館

内
容
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
別

途
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
作
品
応

募
の
締
め
切
り
は
10
月
中
旬
の
予

定
で
す
。
な
お
応
募
資
格
は
町
内

在
住
、
在
勤
、
公
民
館
活
動
者
に

限
り
ま
す
。

▽
問
合
先　

町
教
育
委
員
会
事
務

局
（
☎
６
２
―
２
４
２
２
）

町
民
文
化
祭
・

芸
能
発
表
会
出
場
者
募
集

町
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
で
は
、

11
月
６
日
（
日
）
に
開
催
予
定
の

町
民
文
化
祭
・
芸
能
発
表
会
（
度

会
中
学
校
体
育
館
）
へ
の
出
場
者

を
募
集
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

９
月
15
日
（
木
）

▽
出
場
資
格　

町
内
の
公
民
館
や

関
連
施
設
で
常
時
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
所
属
し
て

い
る
町
内
在
住
者
で
あ
る
こ
と

▽
そ
の
他

•
出
場
希
望
者
が
多
数
の
場
合

は
、
実
行
委
員
会
で
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

•
会
場
の
都
合
で
、
希
望
さ
れ
る

装
置
の
手
配
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

•
出
場
は
１
人
１
種
目
と
し
、
歌

に
つ
い
て
は
２
コ
ー
ラ
ス
ま
で

と
し
ま
す
。

▽
申
込
・
問
合
先　

町
教
育
委
員

会
事
務
局
（
☎
６
２
―
２
４
２

２
）

町
民
文
化
祭

町
民
文
化
祭

昨年の作品展のようす

新築家屋
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石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
が
多
発

し
て
お
り
、
今
後
も
増
加
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
作
業
に
従
事
し
て
い
た
方

は
、
石
綿
に
ば
く
露
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
医
療
機
関
に
ご
相
談
の
上
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
な
ど
に
よ
る

健
康
診
断
を
受
診
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
（
受
診
の
際
、
医
師

に
自
分
が
過
去
に
石
綿
に
係
る
作

業
を
行
っ
て
い
た
旨
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
）。

❶
石
綿
鉱
山
ま
た
は
そ
の
附
属
施

設
に
お
い
て
行
う
石
綿
を
含
有

す
る
鉱
石
ま
た
は
岩
石
の
採
掘
、

搬
出
ま
た
は
粉
砕
そ
の
他
石
綿

の
精
製
に
関
連
す
る
作
業

❷
倉
庫
内
な
ど
に
お
け
る
石
綿
原

料
な
ど
の
袋
詰
め
ま
た
は
運
搬

作
業

❸
次
の
石
綿
製
品
の
製
造
工
程
に

お
け
る
作
業

•
石
綿
糸
、
石
綿
布
な
ど
の
石
綿

紡
績
製
品

•
石
綿
セ
メ
ン
ト
ま
た
は
こ
れ
を

原
料
と
し
て
製
造
さ
れ
る
石
綿

ス
レ
ー
ト
、
石
綿
高
圧
管
、
石

綿
円
筒
な
ど
の
セ
メ
ン
ト
製
品

•
ボ
イ
ラ
ー
の
被
覆
、
船
舶
用
隔

壁
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
、
内
燃
機
関

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ー
リ
ン
グ
、

ガ
ス
ケ
ッ
ト
（
パ
ッ
キ
ン
グ
）

な
ど
に
用
い
ら
れ
る
耐
熱
性
石

綿
製
品

•
自
動
車
、
捲
揚
機
な
ど
の
ブ
レ

ー
キ
ラ
イ
ニ
ン
グ
な
ど
の
耐
摩

耗
性
石
綿
製
品

•
電
気
絶
縁
性
、
保
温
性
、
耐
酸

性
な
ど
の
性
質
を
有
す
る
石
綿

紙
、
石
綿
フ
ェ
ル
ト
な
ど
の
石

綿
製
品
（
電
線
絶
縁
紙
、
保
温

材
、
耐
酸
建
材
な
ど
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。）
ま
た
は
電
解
隔
膜
、

タ
イ
ル
、
プ
ラ
ス
タ
ー
な
ど
の

充
填
剤
、
塗
料
な
ど
の
石
綿
を

含
有
す
る
製
品

❹
石
綿
の
吹
付
け
作
業

❺
耐
熱
性
の
石
綿
製
品
を
用
い
て

行
う
断
熱
も
し
く
は
保
温
の
た

め
の
被
覆
ま
た
は
そ
の
補
修
作

業
❻
石
綿
製
品
の
切
断
な
ど
の
加
工

作
業

❼
石
綿
製
品
が
被
覆
材
ま
た
は
建

材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
建

物
、
そ
の
附
属
施
設
な
ど
の
補

修
ま
た
は
解
体
作
業

❽
石
綿
製
品
が
用
い
ら
れ
て
い
る

船
舶
ま
た
は
車
両
の
補
修
ま
た

は
解
体
作
業

❾
石
綿
を
不
純
物
と
し
て
含
有
す

る
鉱
物
〔
タ
ル
ク
（
滑
石
）、

バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
（
蛭
石
）、

繊
維
状
ブ
ル
サ
イ
ト
（
水
滑

石
）〕
な
ど
の
取
扱
い
作
業

10
①
〜
⑨
の
石
綿
ま
た
は
石
綿
製

品
を
直
接
取
扱
う
作
業
の
周
辺

な
ど
に
お
い
て
、
間
接
的
な
ば

く
露
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る

作
業

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

石
綿
を
取
扱
う
作
業
な
ど
に
従

事
し
て
い
た
方
は
、
肺
が
ん
リ
ス

ク
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日（
水
）〜
30
日（
金
）

●
運
動
の
重
点

•
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

•
夕
暮
れ
時
の
歩
行
中
と
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

•
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

交
通
安
全
街
頭
指
導
を
実
施

町
で
は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
街
頭
指
導
を
実
施

し
ま
す
。

▽
開
催
日
時　

９
月
25
日
（
日
） 

午
前
７
時
30
分
〜

▽
開
催
場
所　

大
野
木
地
内
交
差
点
付
近

石綿を取扱う作業などに
従事していた方は

健康診断を受けましょう

石
アス ベ ス ト

綿を取扱う作業などに
従事していた方は

健康診断を受けましょう

安全運転に心がけましょう
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去る６月１日、元度会町議会議員の西村金右衞
門さん（大野木）が、高齢者叙勲で旭日双光章を
受章されました。
西村さんは５期２０年、町議会議員として永き
にわたり豊富な経験と政治信念を持って、町の発
展に貢献されました。
この間、議長、副議長、各種委員会委員長およ
び委員などを歴任し、学校および社会教育施設整
備や生活環境整備など、地方自治の向上と発展に
ご尽力をされました。
おめでとうございます。

叙勲
西村金右衞門さんが旭日双光章を受章

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
（
石
綿
に
ば
く
露
し
た

方
が
喫
煙
を
し
た
場
合
、
肺
が
ん

に
よ
っ
て
死
亡
す
る
リ
ス
ク
が
50

倍
以
上
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
）。

健
康
管
理
手
帳
制
度
や

労
災
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す

健
康
診
断
の
結
果
、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
で
一
定
の
症
状
が
あ

る
場
合
な
ど
は
、
最
寄
り
の
都
道

府
県
労
働
局
に
申
請
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
健
康
管
理
手
帳
の
交
付

を
受
け
、
無
料
で
定
期
的
に
健
康

診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
石
綿
肺
、
肺
が
ん
、
中

皮
腫
な
ど
を
発
症
し
た
場
合
に
は
、

そ
れ
が
石
綿
に
ば
く
露
し
た
こ
と

が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

労
災
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▽
問
合
・
相
談
先

●
健
康
管
理
手
帳
、
健
康
診
断
、

労
災
補
償
に
つ
い
て

三
重
県
労
働
局
・
伊
勢
労
働
基
準

監
督
署（
☎
２
８
―
２
１
６
４
）

●
石
綿
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
や

治
療
方
法
に
つ
い
て

（
独
）
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
の

三
重
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
―
２
１
３
―
０
７
１
１
）10月以降に満１歳を迎える子どもさんの写真を募集しています。

はじめまして！ひろむです。

毎日一緒に遊んでくれるお姉ちゃんがダイスキ♥

最近のマイブームは“バイバイ”することと“バァ～”っ

て言うこと♪

ボクをみかけたら声をかけてね！！

森本　大夢くん

平成16年９月14日生まれ
（麻加江）
父　幸成 さん
母　麻紀 さん

去る８月９日、駐在所連絡協議会役員の藤井一
巳さん（棚橋）が、伊勢度会地区生活安全協会と
伊勢警察署から『防犯功労賞』を贈呈されました。
この受賞を受け、藤井さんは「家にも心にも防
犯のカギをかけ、相手にすきを与えないことが大
切です。個人の防犯意識の大切さを呼び掛けるな
ど、今後も地域の防犯活動へ協力をしていきたい」
と語ってくれました。
おめでとうございます。

藤井一巳さんが
防犯功労賞を受賞

5 （№ 482）



vol. 4

Minami ise  High School  PaperMinami ise  High School  PaperMinami ise  High School  Paper

高校野球三重大会
南伊勢高校は開幕試合
７月１６日、開会式後の開幕試合で南伊勢高校（南勢・度会合同チーム）は、
紀南高校と津球場で対戦しました。
開会式は午後１時から始まり、６８校の選手たちが入場行進しました。開幕
戦にあたっていた南伊勢高校の行進は最後の方でしたが、選手たちは元気いっ
ぱい行進をしました。
試合は、南伊勢が２度の満塁の場面で、１本出れば…と応援団一同祈ってい
ましたが、惜しくも後続を断たれました。しかし、６回には１点を取り、盛り
上がりもみせました。
結果は残念ながら８対１（７回コールド負け）でしたが、試合終了後、選手一同は、これからの奮起と応援団の生
徒への感謝の言葉を述べ、また応援団からは、よく頑張った選手たちに温かい拍手が送られました。
また、７月２８日、高校野球らしい活躍や応援に贈られる『さんさん賞』【応援賞】の受賞校３校の中に南伊勢高
校が決まりました。この受賞はとても価値あるものと生徒みんなで喜んでいます。

地域とともに　　～２年生の総合学習～（続き）
●棚橋保育所との交流
２年生の総合学習では、１学期に３回の交流を持ちました。
６月３日は、それぞれのグループに分かれて、紙で動物を作ったり、クラリ
ネットの演奏を行ったりしたあと、遊技場で一緒に踊りをしました。
６月１０日には、園児の皆さんに南伊勢高校度会校舎の体育祭に来ていただ
き、キャタピラを使った障害物競争とダンスの２種目に参加してもらいました。
また、６月２４日には、じゃんけん列車のあと、みんなが輪になって楽しく
踊りをしました。
園児の皆さんはとても元気がよく、好奇心も旺盛で、生徒たちにたくさんの
質問をしてくれました。生徒たちは最初のうちは圧倒されながらも大変嬉しかったようです。
生徒会では５月に交流文化部・家庭部と一緒に交流会を持ちました。
『さんぽ』の歌などを一緒に歌い、その後スライム作りに挑戦しました。少し難しく、辺りを汚してしまいましたが、
園児の皆さんはみんな一生懸命作ってくれました。
●度会養護学校との交流

２年生の総合学習では、１０名の生徒が度会養護学校との交流に参加させて
いただいています。
６月の授業では、『ミュージックケア』と『バリアフリー』の調べ学習に分
かれて参加させていただきました。
『ミュージックケア』では、音楽にあわせて手足を動かしたり、新聞を破っ
たり、バチを叩いたりしてみんなで盛り上がりました。
『バリアフリー』では便利な家具やドアノブ、多目的トイレや手すりなどに
ついても調べて意見交換できました。

生徒会では寄宿舎の皆さんと交流を持っています。
７月７日には、度会養護学校で『流しそうめん』を行いました。昨年度からの交流ということもあり、最初から打
ち解けた感じで交流が始まりました。流しそうめんをたくさんいただいた後、『スイカ割り』を行い、楽しい時間を
一緒に過ごしました。

6（№ 482）



西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

8
月
18
日

診
察
券
犬
に
も
あ
り
て
大た

い

暑し
ょ

か
な

立　

岡　

牧　
　

明
子

帰き

省せ
い

子し

の
討
た
れ
し
ご
と
く
眠
り

を
り

棚　

橋　

松
本　

貞
子

子
連
れ
来
て
襖ふ

す
ま

を
は
ず
す
夏
座
敷

棚　

橋　

田
畑　

サ
ダ

柳
生
街
道
径み

ち

を
狭
め
て
葛
の
花

上
久
具　

柳
谷　

静
雄

受
信
塔
に
一ひ

と

片ひ
ら

の
雲
今
朝
の
秋

麻
加
江　

中
村　

和
代

説
法
の
僧
を
か
す
め
て
鬼
や
ん
ま

葛　

原　

中
井　

和
子

村
の
道
真
昼
静
も
る
大
暑
か
な

牧　

戸　

中
西
て
い
子

稲
妻
や
夫
の
胸
板
薄
く
見
ゆ

牧　

戸　

井
戸
本
つ
た

大規模地震に備える！

去る８月１４日、葛原区民の皆さんは、区の夏祭り
に合わせ、いつ発生してもおかしくない大規模地震に
備えるため、区の公民館前で地震体験車による防災演
習を行いました。
参加された皆さんは、「こんなに揺れるとは思わん
だ。家具とかは家に止めとかな恐いな」と地震への備
えの大切さを実感していました。

去る７月２８日から３０日にかけて、韓国順天市で国際親善女子
ソフトボール競技大会が開催され、日本代表メンバーとして伊勢女
子高等学校３年生の山本真央さん（脇出）が投手として、三重高等
学校２年生の中西彩さん（棚橋）が捕手として参加しました。
選抜された日本代表チームは３日間で５試合を戦い、２勝２敗１

引き分けという結果を残しました。
山本さんは「３か国と試合をすることができ、とても良い勉強に

なりました。ＡＬＬ　ＪＡＰＡＮとして、恥ずかしくない試合がで
きたと思います。言葉や環境、マナーなどで困ったこともありましたが、他の国の文化や人の温かさを感じ
ることができて良かったです」と、また中西さんは「試合中はソフトボールを楽しむことができたし、ヒッ
トも打てて良かった。周りには自分よりレベルの高い選手がたくさんいて、その中で試合や練習をさせてい
ただき良い経験になった。ホームステイでは言葉が通じず不便な面もあったが、韓国の文化に触れることが
でき、よい思い出になった。悔いのないプレーをすることができたし、相手チームとも交流が深められたの
で楽しい最高の５日間だった」と試合の感想や韓国での国際交流について語ってくれました。

国際親善女子ソフトボール競技大会を楽しむ

地震を模擬体験し、

（左）山本真央さん、（右）中西　彩さん
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全国大会で３位

去る８月２０日から２３日の４日間にわたり、静
岡県掛川市で開催された第２７回全国中学校ソフト
ボール大会で、度会中学校女子ソフトボール部がみ
ごと 3位入賞を果たしました。
また、８月１２日から１４日の３日間、長野県伊

那市で開催された第１３回中日本中学校ソフトボー
ル大会でも、堂々の優勝を飾っています。

くりあじカボチャを出荷

役場産業振興課で、平成８年から転作奨励作物と
して推奨している、くりあじカボチャが、６月２２
日から８月にかけて栽培農家より、ＪＡ伊勢度会出
荷場へ出荷されました。
早朝から集まった栽培農家である生産者の皆さん
は、今年の出来具合や栽培時の工夫などを語り合い
ながら出荷作業に汗を流していました。
町内約１.６haで栽培されるくりあじカボチャは、
外観、糖度ともに良く育ち、約３，５００ケースが
無事出荷されました。

新体力テストを実施

去る８月２０日、国民の体力・運動能力の現状を把握
するための新体力テストが、度会中学校体育館を会場に
実施されました。
２０歳から７９歳までの１２６人の町民の方が参加

し、健康状態を確認したあと、握力や上体起こし、長座
体前屈など６種目のテストを行い、自分の体力を確認し
ながら心地よい汗をかいていました。
このテストの結果は、文部科学省へ提出され、体育・

スポーツ活動の指導と行政上の基礎資料として広く活用
されます。
ご協力ありがとうございました。

度会中学校女子ソフトボール部
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伝統行事  麻加江かんこ踊り

去る８月１５日夜、今年も麻加江慶林寺の境内で
かんこ踊りが行われました。
音頭取りとほら貝の音色に合わせて、赤い絹糸が
鮮やかなシャグマや腰蓑を身に付けた青年男子が、
かんこを鳴らして勇壮に舞い踊り、また花笠をかぶ
りタスキをあやどった童女が、綾竹と称する色紙で
彩った２本の棒を使って綾おどりを愛らしく舞って
いました。
夜更けまで繰り広げられる伝統行事は、訪れた観
客を魅了しました。

一之瀬エンペラーズ

去る８月５日から９日の５日間にわたり、福岡
県福岡市で開催された第１９回全日本小学生ソフ
トボール大会に、三重県女子代表として一之瀬エ
ンペラーズが出場しました。
２回戦、３回戦を順当に勝ち進み、準々決勝で

はタイブレーカーの末、接戦をものにして、みご
と６年ぶりの３位入賞を果たしました。

中日本大会で準優勝　中川スポーツ少年団女子ソフトボール部

去る８月１２日から１４日の３日間にわた
り、長野県伊那市で開催された東海、北陸、信
越地域を含めた中日本小学生女子ソフトボール
大会に、三重県代表として中川スポーツ少年団
女子ソフトボール部が出場し準優勝という成績
を残しました。

全国大会で３位
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去る８月７日、１４日の両日、宮リバー度会パー
ク遊水プール・鏡でサマーアクアビクスが開催さ
れました。
基礎体力の向上とリラクゼーション効果を期待

したもので、参加された皆さんは無理なく音楽に
合わせ、水しぶきを揚げながら体を動かし、屋外
プールならではの開放的な雰囲気の中、楽しいひ
とときを過ごしていました。

サマーアクアビクスを開催

親子の料理教室

夏休みを利用して、町内小学校および町関係
施設などで、各小学校の児童とその家族の方が、
親子の料理教室に参加しました。
この日のメニューは太巻き寿司、たっぷり野
菜スープ、おからハンバーグなどで、子どもた
ちは家族の方やボランティアの方にいろいろと
教わりながら、慣れない手付きながらもがん
ばって料理をしていました。

茶品評会にむけて求評会

去る８月１日、役場大会議室において全国・
関西茶品評会に出品された茶（見本）の求評会
が行われました。県の茶関係者によって、外観、
水色、香気、滋味について審査され、栽培管理
や摘み取り方、製造過程まで幅広く概評をいた
だきました。

10（№ 482）



自賠責保険・共済の期限は
切れていませんか？

自賠責保険・共済は、万一の交通事故の際の基本的な
対人賠償を目的として、原動機付自転車を含むすべての
自動車に加入が義務づけられている保険・共済です。特
に車検制度のない２５０㏄以下のバイク（原動機付自転
車・軽二輪自動車）は、期限切れ、かけ忘れにご注意を！
自賠責制度の詳しい内容は、http://www.jibai.jp で
ご覧になれます。
▶問 合 先　国土交通省中部運輸局三重運輸支局輸送課

（☎０５９－２３４－８４１１）

定期の日本脳炎予防接種第３期を廃止

予防接種法施行令の一部を改正する政令が平成１７年
７月２９日に公布され、日本脳炎に係る定期の予防接種
のうち第３期（接種対象年齢：１４歳以上１６歳未満の
お子さん）の予防接種が廃止されました。
ただし、第１期（接種対象年齢：生後６月～生後９０

月に至るまでのお子さん）と第２期（接種対象年齢：９
歳以上１３歳未満のお子さん）の日本脳炎予防接種につ
いては、引き続き差し控えになっています。
▶問 合 先　町保健センター（☎６２－１１１２）

地域のみんなで大地震に備えよう！
～度会町総合防災訓練を実施～

▶日時　１０月２３日（日）　午前７時５０分～
▶問合先　役場企画防災課

（☎62－2421）

司法書士無料相談所を開設

▶開設日時　１０月１日（土）　午前１０時～午後３時
※予約は不要です。
▶開設場所　伊勢市生涯学習センター（いせトピア）
▶相談内容　相続・贈与・売買などの登記、担保権の設

定・抹消などの登記、会社・組合などの法
人の登記、簡易裁判所の訴訟・民事調停手
続、お金の貸し借りに関する問題、その他
裁判所への提出書類作成、自己破産・調停・
個人再生手続、法律扶助の方法、判断能力
の不十分な高齢者などの財産管理・処分（成
年後見）、検察庁へ提出する告訴状の作成
など、町民の方々が抱えている身近な問題

▶問 合 先　三重県司法書士会伊勢支部
（☎２１－３１２０）

無料法律相談を開催

高齢者の方やその家族などが抱える心配ごと、悩みご
との相談を行います。
▶開催日時　９月２７日（火） 午後２時～４時
※原則として予約制です。
▶開催場所　町地域福祉センター
▶専門相談員　弁護士
※秘密は堅く守られます。
▶申込・問合先　町社会福祉協議会（☎６２－１１１７）

または県高齢者総合センター（☎０５
９－２２８－５０００）

三重県国民保護計画住民説明会の
日程変更のお知らせ

▶変更日時　９月２０日（火）午後７時～８時３０分
▶開催場所　南勢志摩県民局（伊勢市勢田町）
▶内 容　今年度に作成する三重県国民保護計画の素

案の内容を中心に国民保護措置を実施する
にあたっての留意点などの説明

▶対 象　県民の皆さん
▶問 合 先　県防災危機管理局危機管理総務室

（☎０５９－２２４－２１８６）

9月

September
こども相談を開催

お子さんに関する心配事などで悩んでいませんか？
お気軽にお申し込みください。
▶開催日時　１０月１２日（水）

午前９時３０分～午後３時
▶開催場所　町保健センター
▶対 象 者　乳幼児および小・中学生のお子さんとその

保護者
▶相 談 員　高崎順子先生（臨床心理士・元三重県中央

児童相談所相談員）
▶相談内容　育児・こころと体・言葉・不登校・落ち着

きがない　など
※相談は無料で秘密は堅く守られます。
▶申込期間　９月２０日（火）～３０日（金）
▶申込・問合先　町保健センター（☎６２－１１１２）
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9月

September

バザールわたらい産直市
次回開催日は、９月18日㈰、10月２日（日）です。

▶問合先
　役場産業振興課（☎62－2416）

行方不明者を捜す相談所を開設

三重県警察では、身元のわからない死者の身寄りを捜
す活動を行います。
•家出をして自殺のおそれのある人
•何年も消息のない人
など、その安否を気遣っておられる家族や身内の人は、
相談所へお越しください。
○常設相談所　三重県警察本部刑事部鑑識課（庁舎４階）
○出張相談所
▶開設日時　９月１４日（水） 午前１０時～午後４時
▶開設場所　松阪警察署
▶問 合 先　県警察本部刑事部鑑識課

（☎０５９－２２２－０１１０）

未入所幼児との交流会を開催

各保育所では、保育所園児と未入所幼児との運動会で
の交流会を開催します。
▶開催日時と場所
○９月２４日（土）雨天順延 中之郷保育所
○１０月８日（土）雨天順延 長原保育所・棚橋保育所・
　　　　　　　　　　　　　南中村保育所

▶参 加 者　町内在住の保育所入園前のお子さんと保護者
▶問 合 先　長原保育所（☎６４－００２２）

棚橋保育所（☎６２－００７４）
中之郷保育所（☎６２－００７０）
南中村保育所（☎６５－０２６６）

絵本と子育て講座（３回コース）を開催

▶開催日時　９月２８日（水）・１０月３１日（月）・
１１月２８日（月）
各日ともに午前１０時～１１時３０分

▶開催場所　町子育て支援センター
（町地域交流センター内）

▶講 師　橋村孝子さん（絵本と童話の店みやがわ書
店店長）

▶対 象　連続して受講可能な１歳以上の保育所に
行っていないお子さんとその保護者

▶募集定員　親子で２０組（先着順）
▶申込期間　９月１２日（月）～１５日（木）
▶申込・問合先　町子育て支援センター

（☎６３－００７０）

回収します！
あなたの家の古い電話帳

ＮＴＴ西日本では地球環境保護のため、古くなった電
話帳を積極的に回収して、資源のリサイクルを図ってい
ます。
新しい電話帳（９月中にお届け予定）を受け取られた際
に、ご不要となった古い電話帳を配達員にお渡しください。
また、配達当日にご不在の場合は後日改めて回収に伺

いますので、ご連絡ください。
ご協力をお願いいたします。

▶問 合 先　タウンページセンタ（☎フリーダイヤル 
０１２０－５０６－３０９）

民事介入暴力巡回法律相談を開催

伊勢警察署では、暴力団との民事トラブルや不法行為
について相談を受ける『民事介入暴力巡回法律相談』を
開催します。
▶開催日時　１０月１４日（金）　午後１時～４時
▶開催場所　伊勢市生涯学習センター（いせトピア）
※相談は無料で秘密は堅く守られます。
▶問 合 先　伊勢警察署刑事第２課（☎２０－０１１０）

市民公開講座『骨と関節の日』を開催

▶開催日時　１０月１日（土） 午後１時～４時
▶開催場所　伊勢市生涯学習センター（いせトピア）

多目的ホール
▶内 容
・あいさつ『骨と関節の日』開催について　

山田赤十字病院副院長　細井　哲氏
・特別講演『中高年のスポーツ障害』

～動く喜び、動ける幸せ～
講師　山田赤十字病院整形外科副部長
　　　山川　徹氏

・骨密度測定
・健康相談
※当日受付にて申込み
▶問 合 先　三重県整形外科医会事務局

（☎０５９－２２６－２２７７）
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●問い合わせは、町保健センター（☎62－1112）まで●

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

おくやみ
７月中に届出のあった方 （敬称略）

 名　前　 年齢 字名
中村　富勇 ６８ 棚　橋
西村　佳 ７１ 大野木
西野　 へ ９９ 棚　橋

10月19日㈬
《ひよこグループ》

10月20日㈭
《うさぎグループ》

時間：午前10時～正午ごろ
場所：町子育て支援センター

（町地域交流センター内）
※初回のみ要申込み

遊・友・YOUくらぶ
毎週火・金曜日
時間：午前10時～正午
場所：町子育て支援センター

（町地域交流センター内）
対象：保育所に行っていな

いお子さん

わたっこ広場開放
10月６日㈭　一之瀬公民館
10月27日㈭　麻加江生活

改善センター
時間：午前10時～11時30分ごろ
内容：保育士による手遊び、

自由遊びなど
対象：保育所に行っていな

いお子さん

地区巡回広場わたぼうし

シリーズ今夜の夕食

日本人は食生活の洋風化で、動物
性脂肪の摂取量が増え、高コレステ
ロール血症の人が急増しています。
さまざまな疾病のリスクを下げる

ためにも動物性脂肪は控え、魚や植
物に由来する脂肪や食物繊維を多く
含んだ野菜、海藻、きのこなどを十
分摂りましょう。

ポークビーンズ高脂血症予防食
度会町食生活改善推進協議会

おめでた
７月中に届出のあった方 （敬称略）

 子の名前 保護者名 字名

杉本　楓
か え ら

來 裕康 川　口

中河　愛
あ

依
い

 幸也 大野木

岡村　宗
そう

一
いち

郎
ろう

 宗明 棚　橋

牧　　紗
さや

花
か

 隆将 立　岡

１０月２６日（水）
受　付：午後１時～１時20分
場　所：町保健センター
乳児健診の対象：原則として
•２か月児健診
平成17年８月生まれのお子さん

•７か月児健診
平成17年３月生まれのお子さん

•12か月児健診
平成16年10月生まれのお子さん

育児相談の対象：原則として偶数
月生まれの１歳
までのお子さん

乳児健診および育児相談
１０月１７日（月）　町保健センター
１０月１８日（火）　町保健センター
１０月１９日（水）　麻加江生活改善センター
１０月２０日（木）　一之瀬公民館
対象：生活習慣病健診・大腸がん検診は４０歳以上の方

（昭和４１年３月３１日以前生まれの方）
前立腺がんは５０歳以上の男性
（昭和３１年３月３１日以前生まれの方）

申し込み：９月２６日（月）～２９日（木）に町保健センター

生活習慣病健診・大腸がん検診・前立腺がん検診

❶大豆は一晩水につけておく。
❷材料を同じ大きさになるように切り、鍋に油をしき、玉ねぎ、豚肉をよ
く炒める。人参、じゃがいも、大豆も油がまわる程度に炒める。

❸②の大豆の戻し汁を材料がひたひたになるまで入れ（足りなかったら、
さらに水を加える）、コンソメを加えて煮る。

❹大豆が８分くらい柔らかくなったら調味料をいれて、さらに弱火でコト
コト煮る。（途中、あくをとる）

❺④の味を塩で調え、大豆が柔らかくなったらできあがり。
★大豆は水煮のほうが短時間で仕上げられます。

作
り
方

材料（４人分）
大豆 ６０ｇ
玉ねぎ １８０ｇ（１個）
豚もも肉 ８０ｇ
人参 ６０ｇ
じゃがいも１２０ｇ（中１個）
サラダ油 適量
大豆の戻し汁 適量
コンソメ ４ｇ
ウスターソース 小さじ２
砂糖 小さじ２弱
ケチャップ 大さじ３
塩 少々

１０月２４日（月）　麻加江生活改善センター
１０月２５日（火）　町保健センター
対象：乳がん（マンモグラフィー検診）は３０歳以上の女性

（昭和５１年３月３１日以前生まれの方）
子宮がんは２０歳以上の女性
（昭和６１年３月３１日以前生まれの方）

申し込み：９月２６日（月）～２９日（木）に町保健センター
※受付時間・料金などは、度会町カレンダーをご覧ください。

婦人がん検診および骨密度測定
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去る８月１８日、内城田小学校体育館で町内各小

中学校の教職員の皆さんを対象に、学校への不審者

の侵入に備えた防犯教室が実施されました。

学校の防犯対策の強化を図ることを目的に行われ

たこの教室では、包丁を持った不審者に対し教職員

の皆さんが刺股を持って挑んだり、自分の身を守る

さまざまな方法を伊勢警察署の方から教わりました。

一
日
一
歩

９
月
１
日
は
、『
防
災
の
日
』
で
す
。

大
正
12
年
の
こ
の
日
に
起
き
た
関
東

大
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、

ま
た
こ
の
時
期
に
多
い
台
風
へ
の
心
構

え
と
し
て
制
定
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

家
庭
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

避
難
場
所
の
確
認
や
非
常
持
ち
出
し
袋

を
用
意
し
、
年
に
1
度
は
必
ず
点
検
や

交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
不
安
定
な
家
具
や
危
険
な
も

の
が
な
い
か
な
ど
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

家
の
屋
内
外
の
点
検
も
忘
れ
ず
し
た
い

も
の
で
す
。

町のうごき
人　口 男　4,560（＋ 1） 出生　 6

女　4,802（－ 4） 死亡　 3
計　9,362（－ 3） 転入　10

世帯数2,746（－ 3） 転出　16

今 月 の 表 紙

平成17年７月31日現在
（　　）内は前月比

舛
ま す

 本
も と

　昭
あ き

 宗
む ね

 さん（棚 橋） 17歳／Ｏ型

今年で２年目、宮リバー度会パーク遊水プー

ル・鏡での監視員のアルバイトも無事に終わりま

した。

学校生活に
ついて

クラブも引退し、自分なりに勉強の方もがん
ばっています。
学校でも気の合う友人が多く、毎日がとても
楽しく充実しています。

アルバイトに
ついて

泳ぐことが好きなので監視員の仕事を選んだ
のですが、やはり人命に関わる仕事なので、毎
日が緊張の連続でした。また、いろいろ学ぶこ
とが多く、人命救助の講習など貴重な経験もさ
せてもらいました。

私生活について
友人と遊んだり、犬の散歩に行ったりしてい
ます。

趣味は

海釣りです。以前は父と兄と３人で南島町の
海へ黒ダイ釣りに行きました。最近は、ほとん
ど行く機会がないので時間があれば行きたいな
と思っています。

将来の夢は
自分自身もっと経験をつんで、人の役に立て
る仕事につきたいと思っています。

度会町の好きな
ところ

きれいな宮川に豊かな自然、それにのんびり
しているところです。


